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　市では、高齢者が住み慣れた地域で安心して生活することを目指し、地域全体で高齢者
を見守り、支え合うための事業を行っています。
　今回は、その主要事業であり、令和　年度に「第　回健康寿命をのばそう！アワード」2 9
の介護予防・高齢者生活支援分野で厚生労働大臣優秀賞を受賞した「高齢者ふれあいの里
事業」を紹介します。
　また、今年10周年を迎えた「向田ふれあいの里」の活動の様子に加え、利用するお年寄
りやふれあいの里事業を支えるスタッフの皆さんへのインタビューも紹介します。

地域の力で10年！

高齢者ふれあいの里
～介護予防の居場所づくりから

支え合いの地域づくりへ～
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高齢者ふれあいの里

（図　）向田ふれあいの里の　つの機能　1 3

本
市
の
現
状

　

令
和
3
年
4
月
か
ら
「
高
齢
者
福
祉

計
画
・
第
8
期
介
護
保
険
事
業
計
画
」

が
始
ま
り
ま
し
た
。
現
在
、
市
の
高
齢

化
率
は　

％
を
超
え
、
栃
木
県
内
で
も

37

上
位
に
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
高
齢
者

世
帯
や
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
は
毎
年

増
加
し
、
人
口
減
少
と
少
子
高
齢
化
が

同
時
に
進
ん
で
い
る
状
況
で
す
。

　

市
で
は
、
計
画
に
基
づ
き
、
高
齢
者

が
要
介
護
状
態
に
な
る
こ
と
を
防
ぐ
と

と
も
に
、
要
介
護
状
態
に
な
っ
て
も
可

能
な
限
り
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し

て
生
活
で
き
る
よ
う
、「
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
」
の
推
進
を
行
っ
て
い
ま

す
。新

た
な
介
護
予
防
拠
点

の
誕
生

　

今
か
ら　

年
前
、
平
成　

年
当
時
の

10

22

介
護
予
防
の
取
り
組
み
と
し
て
、
市
内

自
治
会
の
約
半
数
に
あ
た
る　

か
所
に

43

お
い
て
毎
月
1
回「
い
き
い
き
サ
ロ
ン
」

を
開
催
し
て
い
ま
し
た
が
、
月
1
回
で

は
効
果
が
表
れ
に
く
い
、
会
場
ま
で
の

交
通
手
段
の
問
題
、
マ
ン
ネ
リ
化
、
ス

タ
ッ
フ
不
足
な
ど
の
課
題
が
山
積
し
て

い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
域
で
は
い
き
い
き
ク
ラ
ブ

な
ど
に
加
入
す
る
人
が
減
り
、
高
齢
者

が
地
域
で
気
軽
に
集
ま
れ
る
場
が
少
な

く
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
う
し
た
中
、

廃
校
に
な
っ
た
向
田
小
学
校
校
舎
の
有

効
活
用
と
し
て
、
地
元
の
皆
さ
ん
と
検

討
を
重
ね
、
1
年
の
準
備
期
間
を
経

て
、
平
成　

年　

月
に
誕
生
し
た
の
が

23

11

複
合
型
介
護
予
防
の
拠
点
「
向
田
ふ
れ

あ
い
の
里
」
で
す
。（
写
真
1
）

　

向
田
ふ
れ
あ
い
の
里
の
特
徴
は
「
地

域
の
高
齢
者
を
地
域
で
支
え
る
」、「
住

民
主
体
の
運
営
」、「
毎
週
1
回
の
開

催
」、「
自
宅
へ
の
送
り
迎
え
」
で
す
。

向
田
ふ
れ
あ
い
の
里
の

目
標
と
機
能
（
図
1
）

■
高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り

　

高
齢
者
が
ふ
れ
あ
い
の
里
に
参
加
す

る
こ
と
で
楽
し
み
を
増
や
し
、
生
き
が

い
に
つ
な
が
る
。
ま
た
、
高
齢
者
を
支

援
す
る
こ
と
に
よ
り
支
援
者
（
ス
タ
ッ
フ
）

の
生
き
が
い
に
つ
な
が
る
。

■
地
域
で
支
え
合
う
体
制
づ
く
り

　

市
民
協
働
の
事
業
を
促
進
す
る
た
め

に
、
自
助
・
互
助
・
支
え
合
い
の
地
域

づ
く
り
を
行
う
モ
デ
ル
地
区
と
な
る
。

■
介
護
予
防
事
業
の
充
実

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
化
さ
れ
た
教
室
で
は
な

く
、
市
民
参
加
型
の
地
域
の
特
性
を
活

か
し
た
居
場
所
づ
く
り
が
行
え
る
。

〈
ふ
れ
あ
い
レ
ス
ト
ラ
ン
〉

　

レ
ス
ト
ラ
ン
運
営
は
、
地
元
の
食
生

活
改
善
推
進
員
な
ど
を
中
心
に
地
域
の

主
婦
が
担
当
し
て
い
ま
す
。
メ
ニ
ュ
ー

は
週
替
わ
り
で
1
食
3
0
0
円
。
多
彩

な
食
事
内
容
は
評
判
が
よ
く
利
用
者
が

増
加
し
、
平
成　

年
か
ら
は
、
週
1
回

25

か
ら
週
2
回
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

高
齢
者
以
外
に
も
ラ
ン
チ
を
楽
し
み
に

し
て
い
る
人
も
多
く
、
男
女
問
わ
ず
人

気
が
あ
り
ま
す
。
ス
タ
ッ
フ
は
「
お
い

し
か
っ
た
」
と
言
っ
て
も
ら
え
る
こ
と

が
励
み
に
な
り
、
メ
ニ
ュ
ー
作
り
に
も

力
が
入
り
ま
す
。

〈
地
域
の
茶
の
間
〉

　

お
し
ゃ
べ
り
や
小
物
づ
く
り
な
ど
、

参
加
者
と
ス
タ
ッ
フ
で
や
り
た
い
こ
と

を
一
緒
に
決
め
て
い
き
ま
す
。
ス
タ
ッ

フ
は
見
守
り
役
と
し
て
支
援
し
て
い
ま

す
。

〈
ふ
れ
あ
い
塾
〉

　

ス
タ
ッ
フ
は
参
加
者
の
年
齢
層
に
合

わ
せ
た
、
笑
い
あ
ふ
れ
る
楽
し
い
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
考
え
、
提
供
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
各
地
区
の
「
い
き
い
き
サ
ロ
ン
」

の
指
導
者
と
し
て
も
活
動
し
て
い
ま
す
。

67.4
31.9

10.4
25.0

15.3
26.4

16.7
41.0

14.6
1.4

向田ふれあいの里の3つの機能
地域の茶の間

お茶やおしゃべりができる
ミニデイサービス的な居場所

ふれあい塾

軽体操や脳トレで
介護予防と認知症予防

ふれあいレストラン

食事支援と食を通した
コミュニケーションの場

日時 ： 毎週火曜日
　　　午前10時～午後 2時
料金 ： 100円

日時 ： 毎週金曜日
　　　午前 9時30分～11時
料金 ： 無料

日時 ： 毎週火曜・金曜日
　　　午前10時～午後 2時
料金 ： 300円（65歳以上）
　　　500円（一般）

（写真1）向田ふれあいの里開所（写真1）向田ふれあいの里開所式式
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市
内
各
地
区
へ
の
広
が
り

　

向
田
地
区
を
モ
デ
ル
に
、
地
元
公
民

館
な
ど
を
活
用
し
た
体
操
な
ど
で
体
を

動
か
す
「
ふ
れ
あ
い
塾
」
を
中
心
と
し

た
「
ふ
れ
あ
い
の
里
」
が
市
内
各
地
区

へ
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

令
和
2
年
9
月
に
は
、
目
標
と
し
て

い
た　

か
所
目
（
写
真
2
）
が
開
所
と
な

15

り
ま
し
た
。
担
い
手
と
し
て
協
力
い
た

だ
い
て
い
る
ス
タ
ッ
フ
は
総
勢
2
5
0

人
、
利
用
者
は
年
間
延
べ
約
1
万
2
0

0
0
人
に
上
り
ま
す
。（
令
和
元
年
度
）

グラフ　　11か所144人が回答した意識調査（平成28年）1

参加後の生活面の変化（複数回答）

人のつきあいが広がった
外出することが多くなった

疲れにくくなった
風邪をひかなくなった
体の痛みが軽減した

生活リズムが良くなった
ふさぎこむことが減った

日頃から運動するようになった
特に変わっていない

その他

0.0
67.467.467.4

20.0 40.0 60.0 80.0

31.931.931.9
10.410.410.4

25.025.025.0
15.315.315.3

26.426.426.4
16.716.716.7

41.041.041.0
14.614.614.6

1.41.41.4

グラフ　　要支援・要介護認定数の推移2

1,6031,603

5,000人

4,000人

3,000人

2,000人

1,000人

0人

1号被保険者（65歳以上）

2号被保険者（40-64歳）

第1号被保険者認定率

第2号被保険者認定率

30％
20％
10％
0％

資料：介護保険事業状況報告（各年9月末）

67.4
31.9

10.4

16.8％16.8％16.8％

25.0
15.3

26.4
16.7

41.0
14.6

1.4

0.4％0.4％0.4％

1,5661,5661,566

平成28年平成28年

16.5％16.5％16.5％

0.4％0.4％0.4％

1,5611,5611,561

平成29年平成29年

16.8％16.8％16.8％

0.3％0.3％0.3％

平成30年平成30年

16.6％16.6％16.6％

0.3％0.3％0.3％

1,5771,5771,577

令和元年令和元年

16.9％16.9％16.9％

0.3％0.3％0.3％

1,6131,6131,613

令和2年令和2年

1,584
　29
1,584
　29

1,530
　36
1,530
　36

1,525
　36
1,525
　36

1,572
　31
1,572
　31

1,551
　26
1,551
　26

継
続
は
力
な
り

　

地
域
活
動
は
継
続
す
る
こ
と
が
一
番

難
し
い
と
言
わ
れ
る
中
、
各
ふ
れ
あ
い

の
里
で
は
多
く
の
人
が
変
わ
ら
ず
参
加

し
て
い
ま
す
。
改
め
て
、
支
え
る
「
地

域
の
力
」
を
感
じ
ま
す
。
ま
た
、
市
も

活
動
が
継
続
で
き
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
を

続
け
て
い
ま
す
。

■
「
ふ
れ
あ
い
の
里
連
絡
協
議
会
」
の

設
立

　

平
成　

年
、
5
か
所
目
の
ふ
れ
あ
い

26

の
里
の
開
所
を
機
に
発
足
し
た
「
ふ
れ

あ
い
の
里
連
絡
協
議
会
」
で
は
、
年
2

回
研
修
会
を
開
催
し
、
情
報
の
共
有
や

課
題
の
検
討
、
ス
タ
ッ
フ
の
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。（
写
真
3
）

■
専
門
職
か
ら
健
康
情
報
を
提
供

　

ふ
れ
あ
い
の
里
で
は
、
新
規
開
所
後

3
か
月
間
は
保
健
師
な
ど
が
サ
ポ
ー
ト

し
ま
す
。
そ
の
後
は
、
サ
ポ
ー
ト
の
回

数
を
減
ら
し
、
自
主
運
営
を
促
し
て
い

き
ま
す
が
、
出
前
講
座
や
体
力
測
定
な

ど
を
行
っ
た
り
、
ス
タ
ッ
フ
研
修
を
兼

ね
毎
年
、
健
康
運
動
指
導
士
を
派
遣
し

た
り
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
管
理
栄
養

士
や
歯
科
衛
生
士
の
派
遣
も
予
定
し
て

い
ま
す
。

■
活
動
の
見
え
る
化

　

事
業
の
効
果
測
定
と
し
て
、
平
成　
28

年
に
は
体
力
測
定
に
加
え
、
意
識
調
査

（
グ
ラ
フ
1
）
を
実
施
し
ま
し
た
。
向
田

地
区
の
結
果
が
内
閣
府
の
「
小
さ
な
拠

点
・
地
域
運
営
組
織
の
形
成
に
よ
る
効

果
」
の
介
護
予
防
に
役
立
つ
効
果
と
し

て
掲
載
さ
れ
、
週
1
回
開
催
す
る
こ
と

の
意
義
が
明
確
に
な
っ
た
こ
と
で
、
ス

タ
ッ
フ
も
利
用
者
の
士
気
も
高
ま
り
ま

し
た
。
ま
た
、
よ
り
多
く
の
人
に
知
っ

て
も
ら
う
た
め
に
、
生
活
支
援
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
の
連
携
で
「
居
場
所

マ
ッ
プ
」（
図
2
）
を
作
成
し
ま
し
た
。

「
居
場
所
づ
く
り
」か
ら

「
支
え
合
い
の
地
域
づ
く
り
」へ

　

ふ
れ
あ
い
の
里
事
業
に
よ
り
、
介
護

予
防
の
効
果
は
着
実
に
表
れ
て
き
て
い

ま
す
。
高
齢
化
率
が
上
昇
す
る
中
、
介

護
認
定
者
数
お
よ
び
介
護
認
定
率
は
第

6
期
・
第
7
期
介
護
保
険
事
業
計
画
に

お
い
て
推
計
値
を
下
回
る
実
績
と
な

り
、　

％
未
満
（
グ
ラ
フ
2
）
で
維
持
し

17

て
い
ま
す
。
ま
た
、
認
知
症
高
齢
者
数

（写真2）コロナに負けず15か所目が開所



広報なすからすやま ２０２1.125

高齢者ふれあいの里

も　

％
未
満
で
推
移
し
て
い
ま
す
。

10

　

そ
の
他
、
各
ふ
れ
あ
い
の
里
で
は
介

護
予
防
の
ほ
か
、
障
が
い
者
福
祉
事
業

所
や
地
元
商
店
の
出
張
販
売
、
見
守
り

活
動
、
世
代
間
交
流
、
災
害
時
の
炊
き

出
し
な
ど
、
ふ
れ
あ
い
の
里
を
拠
点
と

し
た
連
携
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
市
は
地
域
包
括
ケ
ア
か
ら
地

域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
、
社
会
福

祉
協
議
会
と
と
も
に
自
治
会
を
核
と
し

た
「
支
え
合
い
の
地
域
づ
く
り
」（
図
3
）

の
体
制
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
が
、

「
ふ
れ
あ
い
の
里
」
は
そ
の
一
角
を
担

う
、
重
要
な
拠
点
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
1
、
2
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
に
よ
り
、
一

時
休
止
の
時
期
が
あ
り
ま
し
た
が
、
感

染
症
対
策
を
徹
底
し
て
の
運
営
や
参
加

で
き
な
い
人
へ
の
個
別
の
声
掛
け
な
ど

が
各
地
区
で
行
わ
れ
、
改
め
て
支
え
合

い
の
本
意
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

地
域
住
民
と
関
係
機
関
が
連
携
し
た

「
健
康
長
寿
」
と
「
支
え
合
い
」
の
ま

ち
づ
く
り
と
し
て
、
市
は
こ
れ
か
ら
も

　

か
所
の
「
ふ
れ
あ
い
の
里
」、
そ
し
て

15新
た
な
「
ふ
れ
あ
い
の
里
」
の
誕
生
を

応
援
し
て
い
き
ま
す
。
皆
さ
ん
も
、
ぜ

ひ
、
ご
近
所
の
ふ
れ
あ
い
の
里
へ
足
を

運
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

　

◇

　　

次
の
ペ
ー
ジ
か
ら
は
、　

月
で
設
立

11

か
ら　

周
年
を
迎
え
た
「
向
田
ふ
れ
あ

10

い
の
里
」
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

実
際
に
行
わ
れ
て
い
る
体
操
や
食
事

の
活
動
の
様
子
に
加
え
、
利
用
者
・
ス

タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

内
容
を
詳
し
く
お
伝
え
し
ま
す
。図　　自治会を核とした3

　　　支え合いの地域づくり

防災

見守
り

自治
会

居場
所

生活
支援

図　　居場所マップ2

だれでも気軽に立ち寄れる 

ふれあいの里マップ

烏山地区内

2021.4月現在
※居場所マップ改変

那須烏山市域

市貝町

❹ 

❻ 

❼ 

❽ 

❾ 

10  

11 12 13 

14 
15 

❶❷❸ 

❺ 

七合地区

境地区向田地区

烏山地区

荒川地区

下江川地区

南那須地域南那須地域南那須地域

烏山地域烏山地域烏山地域

鴻
野
山
駅

大
金
駅

小
塙
駅

滝
駅
滝
駅
滝
駅

烏
山
駅

烏
山
駅

烏
山
駅

ふれあいの里開催地区

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15

地区名
仲町
日野町
屋敷
向田
上境中
横枕
大木須
興野

大桶・白久
熊田東
月次
大金台
南大和久
上川井
下川井上

開催場所
仲町公民館
日野町自治会館
健康管理センター
旧向田小学校
上境中組公民館
横枕文化伝承センター
大木須集会所
興野集会所
大桶上コミュニティセンター
熊田東公民館
月次コミュニティセンター
大金台公民館
南大和久公民館
上川井公民館
和楽館

開催日時
毎週水曜日
毎週火・木曜日
毎週金曜日
毎週火・金曜日
毎週金曜日
毎週火曜日
毎週火曜日
毎週木曜日
毎週月曜日
毎週木曜日
毎週水曜日
毎週木曜日
毎週水曜日
毎週火曜日
毎週木曜日

13：30～15：00
13：30～15：00
10：00～11：30
9：30～14：00
10：00～11：30
13：30～15：00
9：30～11：00
9：30～11：00
9：30～11：00
9：30～11：00
9：30～11：00
10：00～11：30
13：30～15：00
9：30～11：00
9：30～11：00

（写真3）ふれあいの里連絡協議会スタッフ研修（写真3）ふれあいの里連絡協議会スタッフ研修会会
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向
田
ふ
れ
あ
い
の
里
は
こ
ん
な
ト
コ
！

～　

周
年
を
迎
え
た
日
に
行
っ
て
み
ま
し
た
～

10

高齢者ふれあいの里

▲力強くボールを蹴る参加者

①
み
ん
な
で
体
を
動
か
そ
う

【
体
操
】

　

み
ん
な
で
1
、
2
、
3
…
と
声
を
合

わ
せ
て
一
定
の
リ
ズ
ム
で
手
を
た
た
い

た
り
、
特
定
の
数
字
の
と
き
だ
け
手
を

た
た
か
な
か
っ
た
り
な
ど
、
体
を
動
か

し
な
が
ら
頭
も
使
い
ま
す
。
ま
た
、
歌

に
合
わ
せ
た
体
操
も
行
い
ま
す
。

【
ボ
ー
ル
を
キ
ッ
ク
】

　
い
す
に
座
っ
た
状
態
で
ボ
ー
ル
を
蹴
っ

て
、
他
の
参
加
者
に
パ
ス
を
し
ま
す
。こ

の
日
は
ボ
ー
ル
を
3
つ
使
い
ま
し
た
。

【
合
唱
】

　

こ
の
時
期
に
ピ
ッ
タ
リ
の
童
謡
「
も

み
じ
」
を
み
ん
な
で
歌
い
ま
し
た
。
ま

た
、
輪
唱
も
行
い
、
他
の
人
に
つ
ら
れ

な
い
よ
う
に
歌
い
ま
し
た
。
と
て
も
き

れ
い
な
ハ
ー
モ
ニ
ー
で
し
た
。

②
み
ん
な
で
食
べ
よ
う

　

食
堂
に
集
ま
り
、
地
域
の
人
が
作
っ
た
栄
養

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
を
み
ん
な
で
食
べ
ま

す
。
現
在
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
一
方
向
を
向

い
て
座
っ
て
い
ま
す
が
、
利
用
者
の
皆
さ
ん

は
、「
お
い
し
い
！
」と
笑
顔
で
食
べ
て
い
ま
し
た
。

※　

月
か
ら
再
開
し
た
レ
ス
ト
ラ
ン
は
、
対
象
者
を
地
元
の

11高
齢
者
に
限
定
し
て
仮
運
営
中
で
す
。

　

運
動
面
で
は
運
動
機
能
や
認
知
機
能
の
向
上

に
、
食
事
面
で
は
低
栄
養
の
改
善
に
つ
な
が
り

ま
す
。
ま
た
、
高
齢
者
が
自
宅
以
外
で
活
動
す

る
こ
と
で
、
閉
じ
こ
も
り
の
防
止
や
孤
独
感
の

緩
和
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
何
よ
り
も
、「
み

ん
な
と
楽
し
く
参
加
す
る
」こ
と
が
大
切
で
す
。

▲食事の様子おでん

ごはん

白あえ

漬物 みそ汁

チキンソテー
（きのこクリーム）

▼11月19日の献立

Ｉｎｔｅｒｖｅｗ

地元で気心の知れたお年寄
りが一緒に体操や食事を楽
しみ、笑顔で帰ってくれる
ことが何よりうれしいで
す。お年寄りの笑顔が見ら
れるので、苦労と感じるこ
とはありませんでした。経
験豊富なお年寄りが知恵を
貸してくれるので、その代
わりに体力で恩返しできれ
ばと思っています。後継者
不足を解消して、この活動
を長く続けていきたいです。

この10年は、夢中で活動に
取り組んできました。献立
は、お年寄りが不足しがち
な栄養を補えるように工夫
しています。お年寄りが残
さず食べて、「おいしかっ
た！」と言ってもらえるこ
とがとてもうれしいです。
自分自身も仲間と顔を合わ
せられることで、いきいき
と活動できています。これ
からも、できる限り頑張っ
ていきたいです。

体操では、楽しく体を
動かすことができま
す。毎週やっている「き
よしのズンドコ節」は、
振り付けを一生懸命覚
えたので、1番好きな
体操です。スタッフの
皆さんがいてくれるお
かげで続けられている
と思います。体が動か
せるうちは、通い続け
たいです。

今でも 1分間片足立ち
することができます！
元気に長生きできてい
るのは、ふれあいの里
のおかげだと思いま
す。スタッフの皆さん
はいつも優しくて、笑
顔で迎えてくれるの
で、とても感謝してい
ます。これからも通え
るように、健康を維持
していきたいです。

【ふれあい塾担当】
平野久子さん（向田）

お年寄りの笑顔が活力に！
設
立
当
初
か
ら
の
ス
タ
ッ
フ

【ふれあいレストラン担当】
石川陽子さん（向田） 平野フミ子さん（向田）

みんなに会えるのが楽しみ！
昭
和
５
年
生
ま
れ
の
同
級
生 大鐘幸子さん（落合）
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職員から花束を受け取る川俣市長職員から花束を受け取る川俣市長職員から花束を受け取る川俣市長

市
長
選
無
投
票
再
選
果
た
す

川
俣
市
長
2
期
目
ス
タ
ー
ト

　

任
期
満
了
に
伴
う
那
須
烏
山
市
長
選
挙
で
、
川
俣
純
子
市
長（　
61

歳
・
旭
2
丁
目
）
が
無
投
票
再
選
を
果
た
し
、
川
俣
市
政
2
期
目
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
　

月　

日
捷

に
は
、
当
選
証
書
付
与
式
が
市
役
所
烏
山
庁
舎
で

10

25

行
わ
れ
、
佐
竹
信
哉
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長
か
ら
川
俣
市
長
に

当
選
証
書
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
　

月
8
日
捷

の
初
登
庁
で
は
、
職
員
や
市
議
、
支
援
者
な
ど
お

11
よ
そ
1
0
0
人
が
拍
手
で
出
迎
え
ま
し
た
。
花
束
を
受
け
取
っ
た

川
俣
市
長
は
、「
こ
の
市
を
良
く
す
る
た
め
に
も
、
皆
さ
ん
の
協
力

が
必
要
で
す
」
と
出
迎
え
た
人
に
呼
び
か
け
、
そ
の
後
の
訓
示
で

は
、「
新
庁
舎
建
設
の
道
筋
を
作
り
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

●　つの公約3
・市民に寄り添い「市民協働のまちづくり」を推
進します。
・厳しい状況の中「持続可能な財政運営」を行い
ます。
・国・県と協力し「八溝地域と我が市の良さ」を
引き出します。
●公約実現に向けた
　　つの具体的な取り組み5
．未来につなぐ健やかな暮らしを支える1
　　子育て世帯の応援のため第　子の幼稚園・保3

育園の副食費を無償化するなど
．未来につなぐ学びを育む2
　　自ら考え行動できる人材育成・郷土愛の醸成・
コミュニティスクールの推進など

．未来につなぐ賑わいを創出する3
　　市民の誇れる賑わい創出拠点づくり・女性な
らではの視点を活かしたまちづくりの推進など
．未来につなぐ安全・安心な暮らしを守る4
　　那珂川緊急治水プロジェクト・防災無線等緊
急情報伝達システムの推進など

．未来につなぐ持続可能な財政状況を築く5
　　本庁方式の早期実現・老朽化した公共施設の
再編・集約化など

公約と実現に向けた取り組み

市
民
の
暮
ら
し
を
守
り
、
未
来
に
つ
な
ぐ

那
須
烏
山
市
長　

川
俣
純
子

　
　

月　

日
掌

に
告
示
さ
れ
ま
し
た
市

10

17

長
選
挙
に
お
き
ま
し
て
、
無
投
票
と
い

う
結
果
で
は
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
市
民

の
皆
様
か
ら
の
ご
信
任
を
賜
り
、
2
期

目
の
市
政
運
営
を
担
う
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
少
子
高
齢
化
に
伴
う
人
口
減
少

や
厳
し
い
財
政
状
況
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
、
そ
し
て
国
土
強

靭
化
に
向
け
た
取
り
組
み
な
ど
、
非
常

に
多
く
の
課
題
が
あ
る
中
、
市
政
を
担

う
責
任
の
重
さ
と
大
き
さ
に
身
が
引
き

締
ま
る
思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

様
々
な
難
局
を
乗
り
越
え
、
大
切
な

市
民
の
安
全
・
安
心
な
暮
ら
し
を
守
り

抜
く
こ
と
、
そ
し
て
、
未
来
に
着
実
に

つ
な
い
で
行
く
こ
と
が
、
市
長
で
あ
る

私
の
果
た
す
べ
き
使
命
で
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
次
の
3
つ
の

公
約
を
掲
げ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

1
つ
目
は
、「
市
民
に
寄
り
添
い
供
市

民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
僑
を
推
進
」
で

す
。
行
政
主
導
に
よ
る
画
一
的
な
対
応

で
は
、
き
め
細
か
な
公
共
サ
ー
ビ
ス
を

担
う
こ
と
は
困
難
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
多
様
な
価
値
観
を
持
つ
市
民

と
行
政
が
、
共
に
考
え
協
力
し
合
う

「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
が
必
要
不
可

欠
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

2
つ
目
は
、「
厳
し
い
財
政
状
況
の

中
供
持
続
可
能
な
財
政
運
営
僑
を
行
う
」

で
す
。
こ
れ
ま
で
財
源
の
確
保
と
歳
出

の
抑
制
、
そ
し
て
行
財
政
改
革
の
推
進

に
よ
る
財
政
健
全
化
の
徹
底
に
努
め
て

ま
い
り
ま
し
た
。
2
期
目
は
実
行
の
期

間
と
し
て
、
持
続
可
能
な
財
政
運
営
を

徹
底
し
つ
つ
、
積
極
的
な
事
業
展
開
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

3
つ
目
は
、「
国
・
県
と
協
力
し
供
八

溝
地
域
と
我
が
市
の
良
さ
僑
を
引
き
出

す
」
で
す
。
国
・
県
と
の
連
携
を
一
層

強
化
し
、
協
力
を
頂
き
な
が
ら
八
溝
地

域
の
魅
力
を
更
に
引
き
出
し
、
広
域
的

な
自
治
体
間
連
携
に
よ
る
地
域
経
済
の

発
展
と
地
域
課
題
の
解
決
を
両
立
で
き

る
市
政
運
営
に
つ
な
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
、
公
約
実
現
に
向
け
、
5
つ
の

具
体
的
な
取
り
組
み
を
行
い
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
市
民
の
声
に
真
摯
に
耳
を
傾

け
な
が
ら
、
丁
寧
な
市
政
運
営
に
努
め

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

私
の
愛
す
る
那
須
烏
山
市
の
た
め

に
、「『
覚
悟
』
と
『
責
任
』
と
『
対
話
』

に
よ
る 
市
民
の
た
め
の
市
民
参
加
の

市
政
運
営
」
を
実
現
し
、
未
来
に
つ
な

ぐ
責
任
を
、
力
の
限
り
全
力
で
果
た
す

所
存
で
す
。
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市
で
は
、
市
政
発
展
や
福
祉
増
進

に
寄
与
さ
れ
た
顕
著
な
功
労
を
讃

え
、
様
々
な
分
野
で
活
動
す
る
人
や

団
体
を
表
彰
す
る
「
市
政
功
労
伝
達

式
」
を　

月　

日
掌

に
烏
山
公
民
館

11

14

で
開
催
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
特
別
功
労
表
彰
、
市

政
功
労
表
彰
、
善
行
表
彰
、
ま
ち
づ

く
り
貢
献
賞
、
お
よ
び
4
世
代
以
上

同
居
家
族
表
彰
の
受
賞
者
に
川
俣
純

子
市
長
が
表
彰
状
を
授
与
し
た
ほ

か
、
地
域
福
祉
活
動
に
対
す
る
感
謝

市
政
功
労
伝
達
式

状
も
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
は
、

受
賞
者
を
代
表
し
、
小
川
清
さ
ん
が
謝

辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
順
不

同
、
敬
称
略
、（　

）
内
は
功
績
）

■
特
別
功
労
表
彰

皆
川
孝
行
（
多
年
に
わ
た
る
烏
山
商
工
会
理
事

お
よ
び
那
須
烏
山
商
工
会
理
事
活
動
）、
小
川
清

（
多
年
に
わ
た
る
烏
山
商
工
会
理
事
お
よ
び
那
須

烏
山
商
工
会
理
事
活
動
）、
赤
羽
美
枝
子（
多
年

に
わ
た
る
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
活
動
）、
檜
山
勉

（
多
年
に
わ
た
る
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
活
動
）、

櫻
井
惠
子
（
多
年
に
わ
た
る
社
会
教
育
委
員
お

よ
び
公
民
館
運
営
審
議
会
委
員
活
動
）、
岡
林
昌

彦
（
多
年
に
わ
た
る
学
校
歯
科
医
師
活
動
）、
杉

山
昭
子
（
多
年
に
わ
た
る
図
書
館
協
議
会
委
員
活

動
）

■
市
政
功
労
表
彰

岩
附
淳
一
（
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委

員
）、
鈴
木
敏
造
（
保
護
司
お
よ
び
南
那
須
保
護

区
保
護
司
会
監
事
）、
久
郷
義
美
（
農
業
委
員
会

委
員
）、
越
雲
宏
（
農
業
委
員
会
委
員
）、
興
野

礼
子
（
農
業
委
員
会
委
員
）、
塩
野
目
れ
い
子

（
栃
木
県
消
費
生
活
リ
ー
ダ
ー
連
絡
協
議
会
那
須

烏
山
支
部
役
員
）、
堀
江
竜
也
（
那
須
烏
山
商
工

会
理
事
）、
滝
田
富
男
（
那
須
烏
山
商
工
会
理

事
）、
糸
井
政
俊
（
那
須
烏
山
商
工
会
理
事
）、

鈴
木
幸
二
（
那
須
烏
山
商
工
会
理
事
）、
澤
村

豊
純
（
教
育
委
員
会
委
員
）、
大
橋
光
一
（
ス

ポ
ー
ツ
協
会
役
員
）

左
か
ら
、
佐
藤
さ
ん
、
矢
板
さ
ん
、

小
濱
さ
ん
、
樋
山
さ
ん

　
　

月　

日
掌

、「
い
ち
ご
一
会
と

11

14

ち
ぎ
国
体
・
と
ち
ぎ
大
会
応
援
ポ
ス

タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
表
彰
式
が
烏

山
公
民
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
来
年　

月
10

に
開
催
さ
れ
る
「
い
ち
ご
一
会
と
ち

ぎ
国
体
・
と
ち
ぎ
大
会
」
を
広
く
周

知
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
今
年
で
8

回
目
と
な
っ
た
那
須
烏
山
市
災
害
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
チ
ー
ム
龍
J
I
N（
小
堀

恵
美
子
代
表
）
主
催
の「
烏
山
線
ア
キ
ュ

ム
絵
画
コ
ン
テ
ス
ト
」
と
の
共
催
で

行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

と
ち
ぎ
国
体
と
ち
ぎ
大
会
応
援
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

矢
板
さ
ん
、
佐
藤
さ
ん  
が
最
優
秀
賞

■
善
行
表
彰

ク
ミ
ア
イ
化
学
工
業
叙
（
企
業
版
ふ
る
さ
と

応
援
寄
附
金
3
5
0
万
円
を
寄
附
）、
叙

ニ
チ

ノ
ー
緑
化
（
企
業
版
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
1

0
0
万
円
を
寄
附
）、
日
産
緑
化
叙
（
企
業
版
ふ

る
さ
と
応
援
寄
附
金
1
0
0
万
円
を
寄
附
）、
レ

イ
ン
ボ
ー
薬
品
叙
（
企
業
版
ふ
る
さ
と
応
援
寄

附
金
1
0
0
万
円
を
寄
附
）、
町
田
正
・
町
田

ミ
ヤ
（
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
1
0
0
万
円
を
寄

附
）

■
ま
ち
づ
く
り
貢
献
賞

興
野
正
夫
（
地
域
の
交
通
安
全
お
よ
び
事
故
防

止
活
動
）、
小
森
茂
（
地
域
の
交
通
安
全
お
よ
び

事
故
防
止
活
動
）、
相
田
日
出
男（
地
域
の
交
通

安
全
お
よ
び
事
故
防
止
活
動
）、
大
野
正
夫
（
地

域
の
交
通
安
全
お
よ
び
事
故
防
止
活
動
）、
冨
田

義
雄
（
地
域
の
交
通
安
全
お
よ
び
事
故
防
止
活

動
）、
平
野
一
郎
（
地
域
の
交
通
安
全
お
よ
び
事

故
防
止
活
動
）、
平
野
宏
巳
（
地
域
の
交
通
安
全

お
よ
び
事
故
防
止
活
動
）、
柳
田
哲
夫
（
地
域
の

交
通
安
全
お
よ
び
事
故
防
止
活
動
）、
青
木
久

松
（
興
野
下
二
い
き
い
き
ク
ラ
ブ
副
会
長
お
よ
び

会
長
）、
池
田
枝
美
子（
食
生
活
改
善
推
進
員
協

議
会
役
員
）、
島
崎
紀
江
（
婦
人
会
役
員
）、
葛

西
千
代
子
（
婦
人
会
役
員
）、
松
浦
ミ
チ
（
婦

人
会
役
員
）

■
ま
ち
づ
く
り
貢
献
賞
（
4
世
代
同
居
家
族

表
彰
）

久
郷
利
夫
ご
家
族

□
地
域
福
祉
活
動
に
対
す
る
感
謝
状

横
山
美
智
子
（
烏
山
地
区
配
食
サ
ー
ビ
ス
活

動
）、
髙
野
由
美
子（
南
那
須
地
区
配
食
サ
ー
ビ

ス
活
動
）

表彰状を受け取る皆川さ表彰状を受け取る皆川さんん
小川さんによ小川さんによるる
受賞者代表謝受賞者代表謝辞辞

　

市
内
小
・
中
学
校
の
児
童
・
生
徒

か
ら
5
3
7
点
の
応
募
が
あ
り
、　
28

人
の
作
品
が
入
選
し
ま
し
た
。
小
学

生
の
部
で
は
、
最
優
秀
賞
に
烏
山
小

3
年
矢
板
美
玖
さ
ん
、
市
長
賞
に
同

小
4
年
の
小
濱
ゆ
う
な
さ
ん
、
教
育

長
賞
に
同
小
4
年
の
樋
山
桜
愛
さ
ん

の
作
品
が
選
ば
れ
、
中
学
生
の
部
で

は
、
最
優
秀
賞
に
烏
山
中
3
年
の
佐

藤
陽
華
さ
ん
の
作
品
が
選
ば
れ
ま
し

た
。表
彰
式
で
は
、
川
俣
純
子
市
長
や

田
代
和
義
教
育
長
が
受
賞
者
一
人
ひ

と
り
に
表
彰
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

矢
板
さ
ん
は
、「
虹
に
ア
ー
チ
ェ

リ
ー
の
的
を
描
い
て
、
そ
の
中
に
文

字
を
入
れ
る
工
夫
を
し
た
。
選
手
の

皆
さ
ん
に
龍
門
の
滝
に
来
て
も
ら
っ

て
、
滝
の
上
を
通
る
ア
キ
ュ
ム
を
見

て
ほ
し
い
」、
佐
藤
さ
ん
は
「
み
ん
な

で
つ
く
る
国
体
を
イ
メ
ー
ジ
し
、
選

手
と
観
客
を
一
緒
に
描
い
た
。
ポ
ス

タ
ー
制
作
を
と
お
し
て
、
国
体
が
楽

し
み
に
な
っ
た
」
と
話
し
、
2
人
と

も
受
賞
を
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　

小
学
生
の
部
の
入
賞
作
品
と
佳
作

　

点
は
、　

月
か
ら
来
年
1
月
に
か

72

12

け
て
J
R
烏
山
線
ア
キ
ュ
ム
車
内
に

展
示
さ
れ
ま
す
。
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10月31日執行　衆議院議員総選挙　投開票結果

期日前投票立会に関するアンケートを実施 
　今回の選挙では、若い世代の皆さんに政治や選挙に関心
を持ってもらい、選挙を身近なものに感じてもらえるよう
にするとともに、投票する人が気軽に投票できる投票所づ
くりを目指すため、18歳から39歳の期日前投票立会人を募
集しました。
　また、若年層への選挙啓発の一環として、その人たちを
対象に「期日前投票立会に関するアンケート」を行い、初
めて立ち会いをした人や経験者など様々な人から貴重な意
見をいただくことができました。アンケートにご協力いた
だき、ありがとうございました。
※意見は一部抜粋したものです。

今回応募した理由は。
・投票がどのように執行されているか知ることが
できる貴重な機会だと思ったから。
・友人に誘われた。
・報酬がでるから。
・市ホームページや広報紙を見たから。

Q　1
A　1

選挙の際に投票に行くか。
◆毎回行く
・自分が望む社会になってほしいから。
・選挙権を持つ一人として、積極的に投票したい。
◆たまに行く
・タイミングが合わず行けないときもある。投票
所が遠い。

・忘れてしまう。

Q　2
A　2

立会をしてどのように感じたか。
・期日前投票を利用する人が想像よりも多く、投
票率が低下している中で関心のある人とない人
には大きな意識の差があると感じた。

・目など、身体に不自由がある人で、文字を書く
ことのできない人に関しては、代理投票ができ
ることを知った。

・年配の人でも数年おきの選挙は、投票の流れを
忘れて、戸惑っているのが多々見られた。

Q　3
A　3

やな　和生いが　央候補者氏名

7,178 票4,009 票得　票　数

　衆議院が10月14日昭に解散し、これに伴う総選挙が10月19日昇
公示・10月31日掌投開票により執行されました。
　本市の投票率は、小選挙区、比例代表ともに52協28％でした。投
票率は前回（小選挙区：58協05％）には及びませんでしたが、期日前投
票率（小選挙区）は24協65％（県内25市町の中では　位、14市の中では　位）で、2 1

全投票者数のうち、期日前投票を利用した投票者数は半数以上を
占め、期日前投票制度が広く浸透していることが伺えます。
　今回の選挙においても、常設の期日前投票所（市役所烏山庁舎および
南那須庁舎）に加え、小木須地区・大木須地区・下境地区・志鳥地
区・烏山高校で臨時の期日前投票所を開設しました。烏山高校で
は、14人の高校生が投票し、NHKなど主要メディアが取材に訪れ
ていました。
　また、初めての試みとして、デマンド交通を活用した常設の期
日前投票所への移動支援を行いました。この取り組みは、デマン
ド交通を利用して期日前投票所に来場し、投票した人が実質無料
でデマンド交通を利用できるもので、今回は14人の利用がありま
した。さらに、若年層への選挙啓発の一環として、インターネッ
トサイトやスマートフォンアプリへのバナー広告配信も新たに行
いました。インターネットを利用したときにバナー広告を見た人
も多いのではないでしょうか。
　選挙管理委員会では、今後も投票率向上を目指し、有権者の動
向・時代のニーズに合わせながら、有権者の皆さんが投票しやす
い投票環境づくりに努めるとともに、啓発や主権者教育など工夫
を凝らしながら選挙への関心を高めるための取り組みを進め、選
挙の公正確保との調和を図っていきます。

開票結果
◆衆議院小選挙区選出議員選挙（※届出順）

日本共産党自由民主党政党等の名

489 票4,357 票得　票　数

公明党立憲民主党政党等の名

1,675 票2,796.643 票得　票　数

れいわ新選組日本維新の会政党等の名

336 票756 票得　票　数

国民民主党社会民主党政党等の名

303.356 票170 票得　票　数

NHKと裁判してる党弁護士法72条違反で政党等の名

97 票得　票　数

◆衆議院比例代表選出議員選挙（※届出順）
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今
年
の
秋
の
叙
勲
で
、
小
堀
重
光
さ

ん
（
中
央
2
丁
目
）
が
消
防
功
労
で
瑞
宝
単

光
章
を
受
章
し
ま
し
た
。

　

昭
和　

年
に
旧
烏
山
町
消
防
団
に
入

47

度
に
加
え
、
当
時
県
内
で
も
珍
し
か
っ

た
女
性
消
防
団
員
制
度
を
新
設
す
る

な
ど
、
現
在
も
続
く
市
消
防
団
組
織

の
確
立
に
大
き
く
貢
献
し
ま
し
た
。

　

小
堀
さ
ん
は
、「
出
動
の
際
に
感

謝
の
言
葉
を
も
ら
え
た
こ
と
が
消
防

団
活
動
を
し
て
い
て
良
か
っ
た
と
思

う
瞬
間
だ
っ
た
。
今
回
の
受
章
に
加

え
、
長
い
間
消
防
団
活
動
を
続
け
て

こ
ら
れ
た
の
は
、
家
族
や
周
り
の
人

の
支
え
が
大
き
い
。
今
後
は
、
地
域

で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
力
を
入

れ
た
い
」
と
話
し
、
受
章
を
喜
ん
で

い
ま
し
た
。

秋
の
叙
勲

小
堀
さ
ん
が
瑞
宝
単
光
章

団
し
た
小
堀
さ
ん
は
、
平
成　

年
か
ら

20

市
消
防
団
長
に
就
任
。
退
任
す
る
ま
で

　

年
に
わ
た
り
、
地
域
住
民
の
生
命
や

38財
産
を
守
る
た
め
活
躍
し
ま
し
た
。

　

火
災
現
場
で
は
、
消
火
作
業
に

と
ど
ま
ら
ず
、
周
辺
へ
の
延
焼
防

止
に
も
努
め
て
き
た
小
堀
さ
ん
。

団
長
就
任
後
に
は
、
様
々
な
現
場

で
の
経
験
を
活
か
し
、
若
手
団
員
の

育
成
指
導
に
も
熱
心
に
取
り
組
み

ま
し
た
。ま
た
、
経
験
豊
富
な
消
防

団
O
B
で
組
織
す
る
支
援
団
員
制

新
聞
に
親
し
み
学
び
深
め
る

小
・
中
学
校
で
Ｎ
Ｉ
Ｅ
教
育
始
ま
る

　

市
内
の
小
・
中
学
校
で
は
、
全
学
年

の
生
徒
を
対
象
に
新
聞
を
活
用
し
た
Ｎ

Ｉ
Ｅ
（
エ
ヌ
・
ア
イ
・
イ
ー
）
教
育
を
推
進

し
て
い
ま
す
。

　

Ｎ
Ｉ
Ｅ
（
N
e
w
s
p
a
p
e
r  
i
n  
E

d
u
c
a
t
i
o
n
）
と
は
、「
教
育
に
新
聞

を
」
と
い
う
意
味
で
、
新
聞
を
学
校
や

家
庭
で
の
学
習
に
活
用
す
る
こ
と
で
、

子
ど
も
た
ち
の
社
会
へ
の
関
心
を
高

め
、
自
分
事
と
し
て
考
え
を
深
め
る
こ

と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。
授
業
で

は
、
児
童
・
生
徒
全
員
に
１
部
ず
つ
新

聞
が
配
ら
れ
、
実
際
に
新
聞
に
触
れ
な

が
ら
学
習
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
　

月　

日
昌

に
は
、
江
川
小
学
校
で

10

20

1
年
、
3
年
、
5
年
生
を
対
象
に
授
業

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
1
年
生
で
は
、
新

聞
の
4
コ
マ
漫
画
の
会
話
か
ら
、
か
ぎ

（「　

」）
を
使
っ
た
文
を
書
く
授
業
、
3

年
生
で
は
、
新
聞
に
書
か
れ
た
漢
字
か

ら
「
へ
ん
」
と
「
つ
く
り
」
を
探
す
授

業
、
5
年
生
で
は
、
実
際
に
新
聞
の
紙

面
を
読
み
新
聞
の
構
成
を
理
解
す
る
授

業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
Ｎ
Ｉ
Ｅ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
で
あ
る
下
野
新
聞
社
の
髙
橋
正
彦

さ
ん
も
授
業
を
見
学
し
、
子
ど
も
た
ち

と
の
会
話
を
交
え
な
が
ら
、
学
習
の
様

子
を
見
学
し
て
い
ま
し
た
。

　

5
年
生
の
吉
羽
純
萌
さ
ん
（
藤
田
）

は
、「
新
聞
に
目
次
や
リ
ー
ド
文
が

あ
る
こ
と
を
初
め
て
知
っ
た
。
楽
し

か
っ
た
の
で
、
も
っ
と
新
聞
を
読
み

た
い
」と
笑
顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

　年生の授業の様年生の授業の様子子33

Ｊ
Ａ
な
す
南
が

に
っ
こ
り
梨
の
出
来
を
報
告

　
　

月
8
日
捷

、
Ｊ
Ａ
な
す
南
の
中
山

11
正
樹
代
表
理
事
組
合
長
と
梨
部
会
の
久

郷
利
夫
部
会
長
が
市
役
所
烏
山
庁
舎
を

訪
れ
、
川
俣
純
子
市
長
に
今
年
の

「
に
っ
こ
り
」
梨
の
出
来
を
報
告
し
ま

し
た
。「
に
っ
こ
り
」
は
、
大
き
く
て
甘

み
が
強
く
、
食
感
が
良
い
こ
と
が
特
徴

で
、
貯
蔵
性
に
も
優
れ
る
こ
と
か
ら
、

海
外
に
も
輸
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

久
郷
部
会
長
は
、「
今
年
の
梨
は
、
特

に
甘
み
が
強
く
、
自
信
を
持
っ
て
出
荷

で
き
る
も
の
が
で
き
た
。
海
外
へ
の
輸

出
を
と
お
し
て
、『
に
っ
こ
り
』
を
さ
ら

に
広
め
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

報告に訪れた中山組合長（右）と久郷部会長（中央）

市
国
際
交
流
協
会

外
国
人
と
市
民
ら
が
み
か
ん
狩
り
楽
し
む

　

市
国
際
交
流
協
会
（
束
原
民
範
会
長
）
で

は
、　

月　

日
掌

、
小
木
須
の
「
国
見

11

21

山
み
か
ん
園
」
で
日
本
文
化
体
験
研
修

会
を
開
催
し
、
イ
ギ
リ
ス
、
ア
メ
リ
カ
、

ベ
ト
ナ
ム
、
タ
イ
な
ど
の
在
住
外
国
人

と
市
民
な
ど
約　

人
が
、
青
空
の
も
と

40

で
み
か
ん
狩
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

夫
妻
で
参
加
し
た
エ
バ
ン
ズ
・
イ
エ

ス
テ
ィ
ン
さ
ん
は
、「
景
色
が
良
く
、
み

か
ん
も
お
い
し
か
っ
た
。
皆
さ
ん
と
み

か
ん
狩
り
が
で
き
て
楽
し
か
っ
た
」
と

里
山
の
秋
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

みかん狩りを楽しむ参加者
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月
7
日
掌

、
山
あ
げ
会
館
前
で

11
「
メ
グ
ロ
キ
ャ
ノ
ン
ボ
ー
ル
烏
山
」
が

開
か
れ
、
約　

台
の
メ
グ
ロ
バ
イ
ク
が

60

集
結
し
た
ほ
か
、
全
国
か
ら
バ
イ
ク
愛

好
者
ら
3
0
0
人
あ
ま
り
が
会
場
に
詰

め
か
け
ま
し
た
。

　

メ
グ
ロ
バ
イ
ク
は
、
オ
ー
ト
バ
イ

メ
ー
カ
ー
の
目
黒
製
作
所
で
製
造
さ
れ

て
い
た
も
の
で
、
か
つ
て
本
市
に
同
製

作
所
の
生
産
工
場
が
あ
り
ま
し
た
。
こ

の
催
し
は
、
メ
グ
ロ
バ
イ
ク
の
故
郷
と

も
い
え
る
本
市
を
メ
グ
ロ
バ
イ
ク
で
走

行
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
山
田
佳
之
さ

ん
（
金
井
1
丁
目
）
を
発
起
人
に
、
市
観
光

バ
イ
ク
展
示
や
ミ
ニ
ツ
ー
リ
ン
グ
も

全
国
か
ら
メ
グ
ロ
バ
イ
ク
愛
好
者
集
う

協
会
や
ク
ラ
シ
ッ
ク
バ
イ
ク
の
催
し
を

行
う
パ
イ
オ
ニ
ア
ラ
ン
ジ
ャ
パ
ン（
齋
藤

康
夫
代
表
）が
中
心
と
な
り
開
き
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
レ
ー
ス
出
走
し
た
も
の

な
ど
貴
重
な
メ
グ
ロ
バ
イ
ク
も
複
数
展

示
さ
れ
た
ほ
か
、
地
元
ジ
ャ
ズ
バ
ン
ド

に
よ
る
演
奏
も
行
わ
れ
、
訪
れ
た
人
を

楽
し
ま
せ
ま
し
た
。
ま
た
、
メ
グ
ロ
バ

イ
ク
で
山
あ
げ
会
館
を
発
着
点
に
市
内

十
数
キ
ロ
を
走
行
す
る
ミ
ニ
ツ
ー
リ
ン

グ
も
行
わ
れ
、
晴
天
の
下
、
参
加
者
た

ち
は
愛
車
と
と
も
に
さ
わ
や
か
な
風
を

切
っ
て
、
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

齋
藤
代
表
は
、「
メ
グ
ロ
が
現
在
で

も
根
強
い
人
気
が
あ
り
、
全
国
に
愛

好
者
が
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
今

後
も
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
メ
グ
ロ

と
那
須
烏
山
市
の
つ
な
が
り
を
深
め

た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

ミニツーリングに出発する参加者ミニツーリングに出発する参加者らら

　
　

月　

日
昇

、
七
合
小
学
校
で
「
租
税
教
室
｣
が
開
か
れ
、
6

11

16

年
生
の
児
童　

人
が
税
の
目
的
や
役
割
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

31

　

こ
れ
は
、
市
や
氏
家
税
務
署
が
児
童
・
生
徒
を
対
象
に
、
国
や
地

方
公
共
団
体
の
財
政
を
支
え
る
税
の
意
義
や
役
割
を
認
識
し
て
も

ら
い
、
税
の
大
切
さ
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
開
い
て
い
る
も
の
。

　

当
日
は
、
市
税
務
課
職
員
が
税
金
の
種
類
や
使
い
道
な
ど
ク
イ

ズ
を
交
え
な
が
ら
税
に
つ
い
て
授
業
し
、
税
金
が
あ
る
世
界
と
な

い
世
界
を
テ
ー
マ
と
し
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
も
鑑
賞
し
た
ほ
か
、
児
童
が
1

億
円
分
の
札
束
の
見
本
を
持
つ
体
験
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

高
野
晃
希
さ
ん
（
大
桶
）
は
、「
水
道
や
橋
に
も
税
金
が
使
わ
れ

て
い
る
こ
と
を
初
め
て
知
っ
た
。
税
金
は
大
切
だ
と
思
っ
た
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

小
学
生
が
市
職
員
か
ら
税
の
大
切
さ
学
ぶ

税について学ぶ児童た税について学ぶ児童たちち

小
学
生
が
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
中
学
生
と

オ
ン
ラ
イ
ン
で
交
流
深
め
る

　

市
内
5
つ
の
小
学
校
で
は
、
英
語
教

育
の
一
環
と
し
て
5
、
6
年
生
を
対
象

に
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
中
学
生
と
の

オ
ン
ラ
イ
ン
交
流
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

境
小
学
校
で
は
、　

月　

日
捷

に
6

11

15

年
生　

人
が
同
国
北
東
部
に
位
置
す
る

11

ギ
ズ
ボ
ー
ン
市
の
リ
ト
ン
ハ
イ
ス
ク
ー

ル
の
生
徒
と
交
流
。
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
の
生
徒
は
、
外
国
語
の
選
択
科
目
と

し
て
日
本
語
を
学
ん
で
い
ま
す
。

　

モ
ニ
タ
ー
越
し
に
向
き
合
っ
た
子
ど

も
た
ち
は
、
前
半
は
英
語
で
、
後
半
は

日
本
語
で
や
り
と
り
。「
誕
生
日
は
い
つ

か
」、「
ど
こ
に
旅
行
に
行
き
た
い
か
」
な

ど
質
問
し
合
い
、
終
始
和
や
か
な
雰
囲

気
で
交
流
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

　

青
木
優
那
さ
ん
（
横
枕
）は
、「
緊
張
し

た
が
、
交
流
で
き
て
親
近
感
が
わ
い
た
。

学
ん
だ
英
語
を
活
か
せ
る
機
会
が
あ
っ

て
良
か
っ
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。 交流の様子

　小磯通伸さん（野上）は、友人らととも
に、毎週日曜日に烏山運動公園で子ども
たちにボランティアで野球を教えています。
　子どもに野球を好きになってほしいと
いう思いから、去年の春に始めたこの活
動。現在は、就学前の子どもや小学　、1
　年生が参加し、キャッチボールやノック、2
試合形式など、幼い子どもでも楽しめる
よう練習メニューを工夫しています。
　小磯さんは、「楽しそうに野球をする
子どもたちの姿が励みになる。子どもた
ちがこれからも野球を続けて、強いチー
ムとなってくれることが一番の目標で
す」と笑顔で話していました。

ボランティアで野球教室

子どもたちに野球を教える小磯さん（左子どもたちに野球を教える小磯さん（左））
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資源ごみ分別ガイド資源ごみ分別ガイド

　市では、資源循環型社会の構築を目指し、廃棄物の「発生抑制・分別徹底による　Rの推進」に取り組んで3
います。
　　回目は布類の出し方について解説します。7

【布類の出し方】
　洗濯したきれいな状態のものを、折りたたんでひもで
十文字に縛って出してください。
　衣類に付いているボタンやファスナーなどは、付いた
ままで問題ありません。

【布類として回収可能なものの例】

【布類として回収できないものの例】

第7回【布類】

・布団　・羽毛布団　・こたつ布団　・寝巻き（中綿のあるもの）粗大ごみ

・カーテン　・クッション　・カーペット　・はんてん（綿入り）　・寝袋
・毛布　・寝巻き　・着物の帯　・座布団　・足ふきマット（布製）　
・ぬいぐるみ

50cm以下に切れば
燃やすごみ

※50cm以下に切れない場合は、
粗大ごみとして出してください。

・枕　・下着　・帽子　・手袋　・靴下　・ストッキング　・雨ガッパ
・布団カバー　・のれん　・ネクタイ　・綿　・ぞうきん

燃やすごみ

・洋服　・シャツ　・ジャージ　・ズボン　・ジーンズ　・セーター　・タオル　・ワイシャツ
・ダウンジャケット　・着物　・浴衣　・スキーウェア　・シーツ

〔注意事項〕
・汚れが付いているものや、破れてしまっているもの
　については、燃やすごみで出してください。
・ごみとして出す前にポケットの中身を確認し、異物
　が混入していないか確認してください。
・名前が書いてあるなど、個人情報が付いている場合
　は、その部分を切り取ってから出してください。

那須烏山市ごみ分別アプリでも、ごみの分別
方法を確認できますので、ご活用ください。

《Android版》 《iPhone版》
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南
大
和
久
地
区
の
荒
川
の
斜
面
に

は
、
小
支
流
を
挟
ん
で　

基
以
上
の

12

横
穴
墓
が
南
西
方
向
に
並
ん
で
い
ま

す
。
こ
れ
ら
は「
十
二
口
横
穴
墓
群
」

と
呼
ば
れ
、
市
の
史
跡
に
指
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

小
支
流
が
形
成
す
る
沢
に
は
、
貝

化
石
密
集
層
が
約
2
0
0
m
に
わ

た
っ
て
見
ら
れ
、
絶
好
の
観
察
ポ
イ

ン
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ジ
オ
パ
ー

ク
構
想
事
業
で
も
、
学
校
の
校
外
学

習
や
観
察
会
で
活
用
さ
れ
て
い
る
ス

ポ
ッ
ト
で
す
。

～
見
ど
こ
ろ
紹
介
～

 
十  
二  
口  
横  
穴  
墓  
群 
（
南
大
和
久
地
区
）

じ
ゅ
う 
に 
く
ち 
お
う 
け
つ 
ぼ 
ぐ
ん

那
須
烏
山
地
域
と
横
穴
墓

　

那
須
烏
山
市
内
に
は
、
こ
の
十
二

口
以
外
に
も
横
穴
墓
が
存
在
し
て
い

ま
す
。
那
須
烏
山
地
域
の
や
わ
ら
か

い
地
層
を
活
用
し
て
、
古
墳
時
代
に

お
墓
が
作
ら
れ
ま
し
た
。
横
穴
墓
が

作
ら
れ
た
こ
の
地
層
は
、「
荒
川
層

群
」
と
い
う
那
須
烏
山
が
海
だ
っ
た
時

代
に
で
き
た
地
層
で
、
や
わ
ら
か
く

崩
れ
に
く
い
、
と
い
う
特
徴
か
ら
横

穴
を
掘
る
の
に
適
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
ヒ
ト
の
暮
ら
し
や

文
化
に
は
、
そ
の
土
地
の
特
徴
を
活

か
し
て
作
ら
れ
た
も
の
が
多
く
あ
り

ま
す
。
ジ
オ
パ
ー
ク
は
自
然
や
環
境

だ
け
で
な
く
、
歴
史
・
文
化
と
も
密

接
な
関
係
を
持
っ
て
い
る
の
で
す
。

▲貝化石が密集している様子

中山横穴墓群→
（中山地内）

←小志鳥横穴墓群
　（志鳥地内）

　

市
で
は
、　

月　

日
松

、　

日　
に
、

11

20

23

（火・祝）

ジ
オ
パ
ー
ク
構
想
事
業
「
親
子
化
石
研

究
講
座
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
日
程

を
延
期
し
て
の
開
催
と
な
り
ま
し
た

が
、　

組
の
親
子
が
参
加
し
ま
し
た
。

10

　
　

日
松

に
は
、
市
内
の
化
石
産
出
ス

20
ポ
ッ
ト
を
バ
ス
で
巡
り
、
各
地
で
貝
や

植
物
の
化
石
を
採
集
し
ま
し
た
。
そ
の

場
に
あ
っ
た
石
や
発
掘
用
の
ハ
ン
マ
ー

を
使
っ
て
石
を
削
っ
た
り
割
っ
た
り
し

親
子
で
化
石
ス
ポ
ッ
ト
巡
り

市
内
の
地
層
や
産
出
化
石
学
ぶ

て
、
化
石
の
発
掘
を
体
験
し
ま
し
た
。

参
加
者
の
中
に
は
親
同
士
、
子
ど
も
同

士
で
活
動
す
る
場
面
も
見
ら
れ
、
交
流

を
深
め
て
い
る
様
子
で
し
た
。

　

ま
た
、　

日　
は
、
市
職
員
か
ら
ジ

23

（火・祝）

オ
パ
ー
ク
に
関
す
る
講
話
を
聞
い
た
あ

と
、　

日
松

に
集
め
た
化
石
の
ク
リ
ー

20

ニ
ン
グ
を
行
い
ま
し
た
。
化
石
を
削
っ

て
取
り
出
し
、
ル
ー
ペ
や
顕
微
鏡
を

使
っ
て
観
察
し
な
が
ら
、
そ
れ
ら
の
名

称
を
調
べ
る
活
動
も
行
い
ま
し
た
。

川
で
化
石
を
探
す
参
加
者
ら

　

本
市
と
の
市
境
で
あ
る
さ
く
ら
市
挟

間
田
で
東
山
道
駅
路
の
一
部
と
み
ら
れ

る
道
路
跡
が
、　

月　

日
昭

ま
で
に
本

10

21

市
と
さ
く
ら
市
の
共
同
調
査
で
見
つ
か

り
ま
し
た
。

　

東
山
道
跡
は
、
奈
良
時
代
か
ら
平
安

時
代
に
か
け
て
使
わ
れ
て
い
た
道
路
で
、

国
家
の
号
令
の
も
と
に
整
備
さ
れ
た
、

都
と
地
方
を
結
ぶ
7
つ
の
幹
線
道
路
の

1
つ
で
す
。本
市
で
は
、
同
時
期
の
役
所

跡
で
あ
る
長
者
ヶ
平
官
衙
遺
跡
に
隣
接

し
た
部
分
を
全
国
的
に
見
て
も
重
要
な

た
め
「 
長  
者  
ヶ  
平  
官  
衙  
遺  
跡 

ち
ょ
う 
じ
ゃ 
が 
だ
い
ら 
か
ん 
が 

い 
せ
き 
附 

つ
け
た
り 
東 とう 
山 さん

 
道  
跡 
」
と
し
て
、
平
成　

年
2
月
に
国

ど
う 
あ
と

21

さ
く
ら
市
と
の
共
同
調
査
で

東
山
道
跡
を
発
掘

史
跡
の
指
定
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

今
回
発
掘
さ
れ
た
道
跡
は
、
両
側
に

側
溝
を
持
っ
た
幅　

m
の
道
が
作
ら
れ

12

た
初
期
か
ら
、
幅
6
m
に
道
幅
が
変

わ
っ
た
時
期
の
も
の
な
ど
が
発
見
さ
れ

ま
し
た
。断
面
で
は
硬
い
土
の
層
が
幾
重

に
も
重
な
り
、
路
面
を
補
修
し
な
が
ら

使
用
し
、
次
第
に
使
用
さ
れ
な
く
な
っ

た
様
子
が
確
認
で
き
ま
し
た
。
こ
の
様

に
良
好
な
状
態
で
発
見
さ
れ
た
の
は
、

周
辺
で
は
約　

年
ぶ
り
と
の
こ
と
。

30

　

発
掘
地
点
は
、
劣
化
を
避
け
、
今
後

の
活
用
に
向
け
た
保
存
の
た
め
に
埋
め

戻
さ
れ
ま
し
た
が
、
今
回
の
調
査
結
果

は
、
こ
れ
ま
で
の
東
山
道
跡
の
事
実
を

新
た
に
す
る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

発
掘
現
場
の
様
子



※令和2年国勢調査を基に集計した統計人口です。
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今
月
は
、
高
齢
者
ふ
れ
あ
い

の
里
を
特
集
し
ま
し
た
。
今
回

初
め
て
「
向
田
ふ
れ
あ
い
の
里
」

に
お
邪
魔
し
た
の
で
す
が
、
参

加
し
て
い
た
お
年
寄
り
の
皆
さ

ん
は
と
に
か
く
元
気
い
っ
ぱ

い
！
と
て
も
楽
し
そ
う
に
活
動
し
て
い
ま

し
た
。

　

印
象
的
だ
っ
た
の
は
、
体
操
な
ど
の
動

き
を
間
違
え
て
し
ま
っ
て
も
自
分
で
明
る

く
笑
い
飛
ば
し
て
い
た
こ
と
。
そ
し
て
、

他
の
参
加
者
に
も
自
然
に
笑
顔
の
輪
が
広

が
っ
て
い
た
こ
と
で
す
。
動
き
を
正
し
く

行
う
こ
と
で
は
な
く
、「
み
ん
な
で
一
緒
に

楽
し
く
や
る
こ
と
」「
み
ん
な
と
同
じ
時
間

を
過
ご
す
こ
と
」
が
と
て
も
大
切
な
こ
と

な
ん
だ
と
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。「
向

田
ふ
れ
あ
い
の
里
」
の
利
用
者
の
皆
さ
ん
、

ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
と
お
話
し
す
る
こ
と

が
で
き
て
、
私
も
い
っ
ぱ
い
元
気
を
も
ら

い
ま
し
た 

　

さ
て
、　

月
に
入
り
、
す
っ
か
り
寒
く

12

な
り
ま
し
た
ね
。
私
は
毎
朝
お
布
団
と
離

れ
た
く
な
い
気
持
ち
と
戦
っ
て
い
ま
す
…

そ
れ
に
、
今
年
が
も
う
す
ぐ
終
わ
っ
て
し

ま
う
こ
と
に
驚
い
て
い
ま
す
。
月
日
が
過

ぎ
る
の
は
早
い
で
す
ね
。（
こ
れ
っ
て
毎
月
の

原
稿
締
め
切
り
に
追
わ
れ
て
い
る
か
ら
？
）

　

そ
れ
は
さ
て
お
き
、
今
年
も
取
材
で

色
々
な
ス
ポ
ッ
ト
や
イ
ベ
ン
ト
に
行
か
せ

て
い
た
だ
き
、
忙
し
く
も
楽
し
い
1
年
と

な
り
ま
し
た
。
取
材
な
ど
で
お
世
話
に

な
っ
た
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　

そ
れ
で
は
、
よ
い
お
年
を　
!!

赤
ち
ゃ
ん
名　
　
（
保
護
者
）
住　
  
所

山　

村　
 
心 　
 
菜 （
太
一
・
直
子
）上　
　

境

こ
こ 

な

田　

澤　
 
優 　
 
翔 （
翔
悟
・
み
く
）中　
　

山

ゆ
う 

と

菱　

沼　
　
　
 
青 （
厚
樹
・麻
那
美
）旭
2
丁
目

あ
お

森　

嶋　
 
健 　
 
太 （
正
幸
・
恭
子
）小　
　

倉

け
ん 

た

大　

石　
　
　
 
楓 （
祐
嗣
・
歩
美
）旭
2
丁
目

か
え
で

皆　

川　

い　

と（
大
輔
・す
み
れ
）旭
1
丁
目

※
こ
こ
で
は
、保
護
者
な
ど
の
了
解
が
得
ら
れ
た

情
報
の
み
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

■
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金

　

中
山
成
一
様
（
栃
木
県
宇
都
宮
市
）
か
ら　

万
16

円
、
中
島
孝
幸
様
（
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
）
か
ら

　

万
円
、
小
口
秀
一
様
（
栃
木
県
宇
都
宮
市
）
か

13ら
3
万
5
千
円
、
渡
邊
恭
山
様
（
千
葉
県
市
川

市
）
か
ら
3
万
円
、
町
田
伸
夫
様
（
栃
木
県
小
山

市
）
か
ら
1
万
5
千
円
、
浅
沼
達
朗
様
（
東
京

都
杉
並
区
）
か
ら
1
万
円
、
松
本
邦
夫
様
（
栃
木

七合小の児童

●
第　

回
栃
木
県
児
童
生
徒
発
明
工
夫
展

71

覧
会

▽
銅
賞
：
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
ひ
え
ひ
え
マ
シ
ー

ン
：
西
原
昂
輝
・
満
田
航
輔（
烏
山
小
6
年
）

●
令
和
3
年
度
子
ど
も
の
人
権
絵
画
コ
ン

テ
ス
ト
栃
木
県
大
会

▽
優
秀
賞
：
や
さ
し
い
心
：
橋
本
奈
（々
荒
川

小
4
年
）

●
第　

回
市
民
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会

44

（　

月　

日
昌
、　

日
昭
、　

日
昌
、　

日
昭
烏
山
運
動
公

10

20

21

27

28

園
）

▽
優
勝
：
下
境
・
小
原
沢
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ク

ラ
ブ
▽
準
優
勝
：
城
東
ク
ラ
ブ

●
第　

回
那
須
烏
山
市
秋
季
市
民
ソ
フ
ト
テ

16

ニ
ス
大
会
（　

月　

日
掌
緑
地
運
動
公
園
）

10

31

［
一
般
］

▽
優
勝
：
黒
須
則
夫
・
青
山
裕
一
▽
準
優

勝
：
川
面
淳
也
・
高
根
沢
宗
▽
第
3
位
：
永

島
千
豊
・
小
森
大
輔

［
シ
ニ
ア
］

▽
優
勝
：
澤
村
絹
代
・
塚
原
文
江
▽
準
優

勝
：
大
野
孝
夫
・
小
堀
幸
男
▽
第
3
位
：
田

中
毅
・
永
島
香

［
グ
ラ
ン
ド
シ
ニ
ア
］

▽
優
勝
：
坂
主
慶
子
・
平
野
元
▽
準
優
勝
：

青
木
と
み
子
・
今
井
保
二
▽
第
3
位
：
矢
口

文
子
・
古
内
晴
代

●
第　

回
那
須
烏
山
支
部
秋
季
野
球
大
会

13

（　

月　

日
掌
緑
地
運
動
公
園
、　

日
掌
烏
山
野
球
場
）

10

24

31

▽
優
勝
：
烏
山
信
用
金
庫
▽
準
優
勝
：
藤

田
ク
ラ
ブ
▽
第
3
位
：
烏
山
ヤ
ン
ガ
ー
ス
、

熱
球
会

県
小
山
市
）、
柏
恵
美
子
様
（
茨
城
県
潮
来
市
）
か

ら
各
5
千
円
、
匿
名
希
望
者
様　

人
か
ら
合

58

計　

万
円
が
本
市
に
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

93
■
企
業
版
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金

　

リ
ン
レ
イ
テ
ー
プ
㈱
様
（
東
京
都
中
央
区
）
か

ら
1
5
0
万
円
が
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

●
第　

回
市
民
剣
道
祭
（　

月
6
日
松
荒
川
小
学

15

11

校
体
育
館
）

［
小
学
4
年
生
以
下
の
部
］
▽
優
勝
：
川
上

昴
（
宏
倫
剣
道
）
▽
準
優
勝
：
河
和
歩
武
（
宏
倫

剣
道
）
▽
第
3
位
：
葛
西
小
春
（
宏
倫
剣
道
）

［
小
学
5
・
6
年
生
の
部
］
▽
優
勝
：
土
居

明
夫
（
宏
倫
剣
道
）
▽
準
優
勝
：
笠
井
雄
斗
（
烏

山
剣
道
）
▽
第
3
位
：
二
見
心
亜
（
宏
倫
剣
道
）

［
中
学
生
男
子
初
心
者
の
部
］
▽
優
勝
：
谷

田
凰
生
（
南
那
須
中
）
▽
準
優
勝
：
佐
藤
司
渚

（
南
那
須
中
）▽
第
3
位
：
大
木
琉
慎（
烏
山
中
）、

樋
山
璃
来
（
烏
山
中
）

［
中
学
生
女
子
初
心
者
の
部
］
▽
優
勝
：
遠

山
侑
流
（
南
那
須
中
）
▽
準
優
勝
：
伊
藤
優
純

（
南
那
須
中
）
▽
第
3
位
：
山
寺
紗
耶
（
南
那
須
中
）

［
中
学
生
の
部
］
▽
優
勝
：
渡
邉
錬
（
南
那
須
中
）

▽
準
優
勝
：
高
野
大
翔
（
烏
山
中
）
▽
第
3

位
：
小
森
咲
芽（
烏
山
中
）、
野
村
励
音（
烏
山
中
）

［
一
般
の
部
］
▽
優
勝
：
渡
邉
兼
一
（
曲
畑
）

▽
準
優
勝
：
滝
口
恭
弘
（
志
鳥
）



★図書館HPから新着図書が検索できます。★
https://lib-nasukarasuyama.jp/

南那須図書館　☎0287-88-2748　Fax88-0204
烏山図書館　　☎0287-82-3062　Fax82-7566

2021.11.1現在
（　）対前月比

※令和2年国勢調査を基に集計した統計人口です。※令和2年国勢調査を基に集計した統計人口です。※令和2年国勢調査を基に集計した統計人口です。

男
出生
転入

12,117 女
死亡
転出

12,232

人口 24,349（－43）

世帯数 9,147

31
46

8
37

広報なすからすやま ２０２1.1215

★一般図書★
『100万回死んだねこ』

福井県立図書館
『自分を縛る“禁止令”を解く方法』

大鶴　和江
『超ワイド！2000年絵巻』

朝日新聞出版
『スーツは経費で落ちますか？』

高橋　浩之
『倉持仁の「コロナ戦記」』　倉持　仁
『その農地、私が買います』

高橋　久美子
『ぼくらはアン』　　　伊兼　源太郎
『宿命（リベンジ）』　　石原　慎太郎

★児童図書★
『生きるって、なに？死ぬって、なに？』

今泉　忠明ほか
『ニッポンびっくり事典』  こざき　ゆう

『病院のウラガワ』　　　佐藤　昭裕
『レッツキャンプ』　　いとう　みく
『飛べ！遺伝子を超えて』森川　成美
『ほしじいたけほしばあたけ』

石川　基子
『エゾシマリス』　　　　　佐藤　圭
『たいそうするよ』　　　　高畠　純

★ＤＶＤ★
『氷菓』　　　　　　安里　麻里監督
『奥様は、取り扱い注意　劇場版』

佐藤　東弥監督
『決算！忠臣蔵』　　中村　義洋監督
『チア男子！！』　　風間　大樹監督
『名もなき世界のエンドロール』

佐藤　祐一監督
『　番房の奇跡』   イ・ファンギョン監督7
『ラーヤと龍の王国』

ドン・ホール監督ほか

俳　

句

水
野　

信
一
選

一
本
は
天
ま
で
届
け
冬
木
立

雫　
　

幸
子（
南
大
和
久
）

山
を
越
え
稲
穂
の
彼
方
雲
厳
寺古

内　

晴
代（
金　

井
）

コ
シ
ヒ
カ
リ
を
送
る
楽
し
み
里
の
秋

坂
本　

蓉
子（
大　

金
）

境
内
の
お
し
く
ら
ま
ん
ぢ
ゆ
う
枯
葉
の
子

板
橋　

陽
子（
岩　

子
）

川　

柳

篠
崎　

酔
月　

選

棚
田
刈
り
涼
風
が
き
て
一
休
み笹

﨑　

宗
太（
八
ヶ
代
）

商
い
は
利
益
な
け
れ
ば
命
と
り川

上
美
智
男（
大　

里
）

茸
狩
り
目
籠
一
杯
昭
和
の
日

小
堀　

翠
泉（
中　

央
）

父
母
逝
き
し
秋
風
冷
え
て
石
碑
拭
く

森　
　
　

豊（
中　

山
）

短　

歌

滝
口　

節
子　

選

あ
め
色
の
二
尺
の
差
し
は
内
職
に
貧
を
し
の
ぎ
し 
亡 は

 
母 
の
お
宝　
　
　
　
　
　
　

川
俣
登
志
子（　

旭　

）

は湯
上
が
り
に
手
足
の
静
脈
じ
っ
と
見
る
河
川
の
う
ね

り
の
地
図
見
る
如
く　
　
　

石
川　

ミ
チ（
大　

桶
）

白
大
豆
秋
ふ
か
ま
り
て
色
を
増
し
畑
一
面
黄
花
の
如

し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
野
フ
ミ
子（
向　

田
）

天
高
く
枯
れ
葉
こ
ろ
が
る
縁
台
に
輝
く
光
の
ぬ
く
も

り
を
浴
ぶ　
　
　
　
　
　
　

川
手　

ト
ヨ（
金　

井
）

作品
募集

毎
月　

日
ま
で
に
、総
合
政
策
課
広
報
広
聴
グ
ル
ー
プ

１０

（
〒
３
２
１−

０
６
９
２
那
須
烏
山
市
中
央
１
丁
目
１

番
１
号
）あ
て
、郵
送
で
作
品
を
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

「QRコード」は㈱デンソーウェーブの
登録商標です。

那須烏山市武道館前に
　　　　　遊具を設置しました
　市では、市武道館前のスペースに、ブランコ、ジャング
ルジムなどの遊具を設置しました。
　12月下旬にオープン予定ですので、ぜひ、家族連れでお
越しください。



なすから特派員通信〔星洋子特派員〕

　なすから特派員の皆さんは、那須烏山市での暮らしぶりをはじめ、自然、グルメ、遊べるスポットなど、なすから
の魅力あふれる情報をそれぞれのインスタグラムで発信しています。
　今回は星洋子（＠hoshi_y_0605）さんの投稿を紹介します。市東部の国見地区のみかん園を訪れ
た時の様子を紹介しています。国見のみかんは、酸味のしっかりとした濃い味わいが特徴の烏山名
物です。他には無いみかんの味を楽しむことができますね。
　今回紹介したもののほか、インスタグラムで那須烏山市の暮らし「なすからいふ」を発信中！な
すから特派員の皆さんの投稿は、ハッシュタグ「＃なすから特派員」で検索してご覧ください。

烏山国見みかん園
絶賛開園中ですよ
酸味強めですが味が濃くて美味しいです

＃那須烏山市　＃なすから
＃なすから　＃五感で楽しむ那須烏山
＃なすから特派員

hoshi_y_0605

※現在は閉園しています。

2021.12
－
 N
o.195 －

編
集　

那
須
烏
山
市
総
合
政
策
課

〒
3
2
1－

0
6
9
2

栃
木
県
那
須
烏
山
市
中
央
1
丁
目
1
番
1
号

緯
0
2
8
7－

　

－

1
1
1
2

83

16広報なすからすやま ２０21.12

有
料
広
告

中
学
校
で
文
化
祭

　

南
那
須
中
で　

月　

日
松

に
、
烏
山

10

23

中
で　

月　

日
昌

に
文
化
祭
が
行
わ
れ

11

17

ま
し
た
。

　

文
化
祭
当
日
は
、
合
唱
や
ダ
ン
ス
な

ど
練
習
の
成
果
を
発
揮
す
る
生
徒
の
姿

が
見
ら
れ
、
ク
ラ
ス
ご
と
の
個
性
が
光

る
文
化
祭
と
な
り
ま
し
た
。

南那須中 烏山中


